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評価日 平成27年1月5日 評価日 平成27年2月13日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援
策

授業改善 研究授業を年間７回を
予定しており，11月から
は模擬授業も行っての
実施。

わｋりやすく工夫された
授業で，学習の達成度
がわかる。基礎基本を
徹底し，学力の向上を
図ってる。

２，３年生では，７月時と
比較すると，ｱﾝｹｰﾄ結果
は，2～7％ほど教科の
ﾎﾟｲﾝﾄが伸びている。１
年は下がっている。

コミュニケーショ
ン能力の育成

各教科で，グループ活動
を取入れて，他者との考
えの擦り合わせ言語活
動の充実を図っている。

生徒の聴く・考える・話
す様子の変容。学習確
認プログラム等の結
果。

特に３年生では，授業で
の指導法の影響から５
教科の表現についての
ぽいんとｶﾞ2.5～10％ほ
ど高い。１年も数％高
い。

⇒ ⇒

豊かな心の育成 道徳年間授業計画に
従った授業の実施及び
人権学活の実施。ボラン
ティア活動や体験活動
の実施。

いじめを許さない集団
づくり。生徒とのふれあ
いや対話を大切にした
取組が行われている。

学年が上るにつれて，
人を大切にする思いが
高い。3年96%,2年93%,,1
年88%。

⇒ ⇒

基本的生活習慣 規則正しい生活が出来
ている。
・時間を大切にしてい
る。

規則正しい生活ができ
ている。時間を大切に
している。

７月に比べ，１・２年は
２％上ったが，３年は進
路の事もあり２％下がっ
た。

体力の向上 運動・体力を活用し，
生涯スポーツ・体力の
向上の活動の推進。

球技大会・体育大会等
の行事に積極的に参
加している。

行事に積極的に参加で
きているが2,3年が4～
5％高くなった。 ⇒ ⇒

開かれた学校づ
くり（適切な行動・
情報発信の充
実）

・家庭・地域と連携に取
り組んでいるか。
・開かれた学校づくりに
取り組んでいるか。

・学校や生徒の様子が
よくわかる。
・学校ホームページの
アクセス数。

アンケート結果が前期よ
り4％低くなっており，特
に授業参観が前期に比
べ少なかった。

⇒ ⇒
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平成２６年度　学校評価実施報告書                                                             (別添様式）
　２回目評価 学校名(　　　大枝中学校　　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・授業の中で，人の話を聴
き，そのことについて自分
の考えを述べる等を継続
して行うことで，子ども自
身の中に学習内容が言葉
として定着し，自身の言葉
でそのことを表現できる能
力が身についてきている。
学習確認プログラム等の
結果から「話す」・「書く」力
がついていると思える。
１，２年生では教科によ
り，その成果が違うので，
全てにおいて継続する必

１，２年生においては，授
業での学習課題の設定や
他者の話を聞いてそのこ
とについて自分の意見を
話すことなど，授業のあり
方を再確認する必要があ
る。また，課題はハードル
の高いものに設定すること
も考えることで，「思考・表
現」が伸びることが期待さ
れる。

・やはり学年が進むにつ
れて，授業改善の成果
が出ているようである。
また，３年生が「聞く・書
く」だけでなく，各教科で
の「思考・表現」について
も上級学年のほうが優
れている。

後期は，学校便りも地域
に配布していただき，中
学校の様子もある程度
分かり，ありがたい，次
年度は年間を通じて参
観等にも参加できるよう
にしていきたい。

2

豊
か
な
心

・後期も地域でのボラン
ティア活動に参加する生
徒も多く，取り組みの成果
が見られている。
　・授業の中で，グループ
活動を取入れていること
で，クラスの仲間意識が，
上級学年ほど高い。
・次年度は道徳指導の中
でも人権の素地づくりを更
に進めていく必要がある。

道徳の授業と「命」・「もの」
を大切にすることを内容と
関連付けて実施し，「心を
育てる」教育を行なう。

・後期も地域でのボラン
ティア活動の際には，多
くの子どもたちが参加・
協力をしてくれて助かっ
ている。
・グループ活動を取入れ
た授業の成果として，全
体的に仲間意識が徐々
に高くなってきているよう
である。
・後期は学校だよりも地
域に配布してもらい，以

・中学生の頑張っている
様子を広く地域の方に
知ってもらえるよう，次年
度は，さらに地域行事に
参加していただきたい行
事をお知らせする。
・地域に，コンビニやド
ラッグストアが出来るこ
とで更に学校と地域で連
携しながら，子どもの健
全育成に努めていく。

3

健
や
か
な
体

・依然として，ケイタイやイ
ンターネット等で生活習慣
が乱れてきている傾向に
ある。　　　　　　　　　・２年
は部活動の中心として，３
年は体育の時間で体を
しっかりと動かしていた。

・教科指導のみならず，学
活や道徳においてもモラ
ル及びケイタイ等の使用
に伴う生活のあり方につ
いて実施する。
・下級生ほど寒い時期に
どのようにして体力づくり
をするのか指導を行なう。

・特に中学生で，ケイタ
イを持っている生徒の割
合と日常生活の送り方
について気になる。

・地域でも子どものケイ
タイの所持と使用につい
て，回覧をまわしたり，
子どもと交流する取り組
みの中で協力していきた
い。

・保護者が学校に来れる
機会が前期に比べ減った
事が要因である。

・次年度は，月１回程度は
保護者に学校へ来てもら
えるよう計画する。

・学校だよりを地域に回
覧していただき，中学校
の様子がわかるように
なってきた。また，子ども
の頑張っている状況を
診てもらうため，地域行
事に協力を少し願いた
い。

年間を通じて，できるだ
け学校行事に出席でき
るよう授業参観を含めて
参加していき，子どもと
の関わりを地域として協
力していきたい。

　総括・次年度の課題
・本校で取り組んでいる授業改善における「コの字・４人グループを取入れた学び合いによる学習形態」について，保護者及び地域の方々にはその効果について一定の理解を得ている。その説明をより確かなものにするために更に分
析・検証を深める必要がある。
・年間を通じて，保護者や地域の方にも学校行事に出来るだけ出席していただけるように月１回程度行事を計画していく。
・今年も自転車の乗り方について学校への連絡があったので，自転車通学している生徒もいる関係上，特に自転車の乗り方や交通安全について指導を徹底する。

4

独
自
の
取
組


